






 要旨:最近 9年間の小児慢性特定疾患の申請書をもとに、山梨県下における小児悪性新生

物の疫学的検討を行なった。 15 歳未満は 166 例で、この間の 15 歳未満 10 万人当たりの

罹患率は、 12.17 人/年であった。白血病及び類縁疾患が最も多く、 1 歳未満を除く各

年齢層で 1位であった。地域間格差が各疾患ごとに認められ、今後全国レベルでの比較を

行なうことで、環境要因の影響も検討可能であることが示唆される。


